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研究の要約

動機や目的 私はあるとき、オオバロニアという数センチの巨大な単細胞の海藻が紹介されていることに気が付い

た。単細胞で大きな体を作ると、他の細胞の働きを補う細胞が存在しないため、小さな傷でも致命傷になってしま

い、非常に弱い生物になると想像される。しかし調べてみるとオオバロニアは非常に繁殖力が強いと記載されてい

た。そこで私はこの矛盾に興味をもち、オオバロニアがどのような工夫により生存しているのかを調べた。

研究方法 実体顕微鏡を用いた形態観察、撮影を通して進めた。

結果 1.オオバロニアの内部は透明の水分で満たされており、葉緑体を含む原形質層は細胞膜の内側に薄く広がっ

ていることが観察された。次に藻体に針で穴を開けると、3 時間ほどで原形質が凝集して無数の小球を作ることが判

った。2.藻体に穴を開けても、すぐに内容物の流出が止まった。3.個体間で仮根を伸ばし接着し、原形質が仮根内

を輸送していた。

結論 1.小球体は数センチに成長し繁殖能力を持つことから、オオバロニアは細胞が割れても原形質のみで繁殖で

きる。2.傷を瞬時に塞ぎ、内容物の流出を防ぐ機構がある。3.仮根を通じ、個体間で物質の輸送を行っている。

今後の展望より詳しいオオバロニアの構造、特徴を明らかにし新たな生存するための工夫を発見したい。また、陸上

にはほとんど生息していない巨大単細胞生物が、なぜ水中で生存できるかなどを進化学の面からも考察していきた

い。.

研究作品に関するチェック項目

1）研究に用いているもの

人体/脊椎動物/微生物/組み換え DNA/細胞組織/

どれも用いていない

どれも用いてない

2）大学・研究機関などでの実験、装置使用 いいえ

3）昨年までの研究からの継続 はい
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